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BE THE INSPIRATION 

ソ ン グ 君が代  奉仕の理想 

四つのテスト 唐木一平職業・社会奉仕副委員長 

会 長 談 話 

だいぶ春らしくなってまいりました。 

さて、新たに迎える米山奨学生のカウ 

ンセラーを中山一郎会員にお願いする 

ことになりました。私も補助役として 

中山会員と力を合わせながら対応してまいりますが、

皆さまのご協力もぜひよろしくお願いします。 

誕 生 祝 登内五昭・ 

原 義美・小林旬子・ 

宮川眞一 

結婚記念日祝 登内五昭・ 

橋爪利行・原田和愛・坂井 

清彦・川合 博・平出吉範・唐澤幸利・城取健太 

在 籍 祝 小林孝行(26)・坂井清彦(25)・岩附 宏

(9)・唐木 章(9) 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告 別紙をご覧ください。 

理事会報告 1．3 月行事予定の承認。2．第 60 期委

員会構成の承認。3．2019-20 年度地区補助金申請事

業の承認。 

委員会報告 ○2019-2020年度地区補助金申請 

事業について 唐木一平会長エレクト 

地区補助金の申請について先日の 

理事会で承認されました。プロジェ 

クトの内容は、「新春 親水凧あげ大 

会」と名付けました。来年度の1月 

25日前後に西春近の天竜川河川敷において、子供達と

一緒に凧をあげながら正月行事を楽しんでいただくと

いう企画です。すでに2年間続いている企画で、今年

は150名の参加があり、大変賑やかに開催されました。

来年度からロータリーとしても協賛することで、さら

に伊那エリア全体で多くの参加を募り、より盛大に開

催できればと考えています。詳細は今後検討してまい

りますが、凧あげを楽しみながら正月行事に親しみ、

子供たちと一緒に元気な伊那谷を作っていこうという

目的をご理解いただき、積極的なご参加・ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

○3月号「友」の紹介 原 義美副会長 

横組みP7～13 「世界中に安全な水 

を」特集が組まれている。国連は3 

月22日を「世界水の日」と定め、 

水がとても大切であり、綺麗で安全 

な水を使えるようにする重要性を考 

える日。皇太子さまも水の研究をされていることは有

名です。 

P37 ガバナーのロータリーモメントの中で、第2600

地区伊藤雅基ガバナーの「1人1人との出会い」と題

して、青少年交換事業で12年間携わった中で一人一人

の出会いについて書かれている。 

縦組みP4～8 「地球の明日を考える」と題して人類

の課題を解決するために・人口の急増・飢餓栄養不足・

感染症・資源の枯渇・地球温暖化や環境破壊・自然災

害・紛争や核兵器・貧富格差の拡大・経済危機などの

課題を人類全体が共通のビジョンを持ち、その実現に

全員で努力する道。 

P9～12 クラブを訪ねて 広島県西条（東広島市）、

西城RCの酒処が紹介されている。 

P19 卓話の泉「歯と健康」、肺炎で亡くなる人の約9

割は65歳以上の高齢者でその多くが誤嚥性肺炎。80
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歳で 20本の歯を残す、を提唱。嚥下を行うには、

よく噛むことが大事。そして毎食後歯磨きをしま

しょう。 

出 席 報 告 会員数 56名 内出席免除 18名  

長欠 2名 出席者 31名 事前メーキャップ 4名 

出席率 85.36％ 前々回 80.00％変更無し。 

ニコニコボックス 

立石 誠・赤羽弘之 笠井俊朗会員卓話よろしく

お願いします。 

笠井俊朗 本日は卓話よろしくお願いします。 

本田敏和 IGM 会場御利用ありがとうございま

した。 

山田 益 宮田「一輪の会」の皆様からお礼を言

われました。 

唐澤幸利 IGM ドタキャン失礼いたしました。 

原田和愛 3/8 より旅行に行ってきます。金婚式

を孫たちと行ってきます。楽しみです。 

在籍祝 小林孝行 

ラッキー賞 原田和愛・小林孝行・吉澤祥文・藤

澤秀敬・唐澤幸利・下枝正一・向山賢悟 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 次 総 会 次期委員会人事発表 

        唐木一平会長エレクトより、 

2019-2020 年度第 60 期委員会 

人事が発表され承認された。 

（委員会構成は別紙をご覧くだ 

さい。） 

会 員 卓 話 笠井俊朗会員 

演題「思い出に残る仕事」 

1.自己紹介 

私は東京オリンピックの閉会 

式 3 日後の昭和 39 年 10 月 27 日 

生まれ 54 歳で、生まれた場所は新潟県の佐渡ケ

島です。家族構成は妻、子供 3 人、母親の 6 人

で、現在伊那、仙台、東京、新潟の 4 か所生活に

なっています。私は今回伊那の単身赴任で通算

13 回目の引越しとなりました。海の近くでの生

活が長かった私にとって、中央アルプス、南アル

プスの景色は最高です。食べ物も美味しく、空気

もきれいな伊那の生活は快適です。支店長の任期

は通常 3 年ですが、4～5 年は伊那に住みたいと

思っています。 

 

2.思い出に残る仕事 

昨年の 4 月で入社 30 年を迎えましたので、こ

れまでの日本通運での会社人生で思い出に残る

仕事の話をします。 

新潟市の信濃川河口近くに万代島ビルという

31 階建のビルがあります。そのビルの窓枠・ガ

ラスの輸入案件で 2001 年 7 月、1 人でシカゴへ

出張しました。日通シカゴ支店長と国内便でクリ

ーブランドへ、レンタカーでオハイオ州の現地工

場へ到着しました。打合せも終わりクリーブラン

ド空港に戻ると、雷の影響でフライトが軒並み遅

れていました。予約のシカゴ行きの前の便が未だ

出発前でしたのでキャンセル待ちをしたら、支店

長はキャンセル待ちに入り、私はダメでした。支

店長は「先に行ってシカゴ空港で待っているよ。

君は最終便なので、万が一飛ばなかったら自力で

ホテルを探して明日戻ってきてね」と言いました。

英語のできない私を置いていくの？冗談だろと

思いましたが、本当に先に行っちゃいました。空

港でどのくらい待ったか覚えていませんが、悪い

ことばかり考えていました。シカゴ便の人は搭乗

口に並べというアナウンスだけは、はっきり聞こ

えました。最終便に乗り無事シカゴへ戻れました。

初めての海外出張での忘れられない思い出です。 

その他思い出す仕事は、洞爺湖サミットに向か

う沖縄県警車両約 20 台を、東京有明港から新潟

港まで誘導した事、平成 5 年東北冷害で米不足の

時、半年の間に新潟港でタイ米を数万トン荷揚げ

した事、中越地震で災害支援物資を保管・配送し

た事、東日本大震災直後宮城県山元町、亘理町で

国交省の排水ポンプ車で排水作業をした事、北陸

新幹線の長野・糸魚川間の 25ｍレールを夜間運

搬した事などです。 

 


